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勤続30 年

3 広報びらとり 2022.11

◆社会福祉貢献賞（平取町消防団員）
　平取町消防団員を長きにわたり務められ、予消防と町民の安全に尽力された功績をたたえ

て表彰されました。

勤続20 年

川奈野 千昭 氏
（50 歳　長知内）

中川  輝昭 氏
（52 歳　振内町）

互野  由紀男 氏
（53 歳　貫気別）

川上  貴史 氏
（55 歳　荷負）

勤続30 年 勤続30 年

粒来 政美 氏
（68 歳　貫気別）

津川  英樹 氏
（72 歳　紫雲古津）

浅道  節子 氏
（81 歳　荷負）

溝渕  隆 氏
（81 歳　旭）

貢　献　表　彰

◆自治貢献賞（平取町統計調査員）

　平取町統計調査員を２５年間にわたり勤められ、町の自治の振興と発展に貢献された功績

をたたえて表彰されました。

川奈野 榮子 氏
（72 歳　振内町）

齋藤  武 氏
（81 歳　振内町）

木田  眞一 氏
（84 歳　去場）

日川  敏雄 氏
（89 歳　長知内）

◆社会福祉貢献賞（交通安全指導員・交通安全婦人指導員）
　交通安全指導員・交通安全婦人指導員を長きにわたり務められ、町民生活の安心・安全の

確保を通じて町に貢献された功績をたたえて表彰されました。

（交通安全指導員）（交通安全婦人指導員） （交通安全指導員）（交通安全指導員）
勤続30 年 勤続20 年 勤続20 年 勤続20 年
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平
成
12
年
か
ら
21
年
間
に
わ
た
り
、
平
取

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
の
本
部
長
及
び
副

本
部
長
と
し
て
、
平
成
16
年
か
ら
は
生
涯
学

習
委
員
、
平
成
26
年
か
ら
は
青
少
年
健
全
育

成
部
会
長
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
・
社
会
教
育

の
振
興
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
イ
ヌ
語
教
室
運
営
委
員
長
と
し
て
、平

成
17
年
か
ら
17
年
間
活
動
の
中
心
的
役
割

を
担
わ
れ
、昭
和
45
年
か
ら
は
半
世
紀
以
上

に
わ
た
り
、㈳
北
海
道
ア
イ
ヌ
協
会
平
取
支

部
（
現
平
取
ア
イ
ヌ
協
会
）
の
理
事
、
さ
ら

に
昭
和
58
年
か
ら
は
平
取
ア
イ
ヌ
文
化
保

存
会
の
理
事
、
副
会
長
を
歴
任
さ
れ
、
現
在

は
顧
問
と
し
て
、
後
進
の
指
導
に
あ
た
ら

れ
、ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興
発
展
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。 

令和４年度　平取町表彰式令和４年度　平取町表彰式

　町の発展に多大な貢献をされた方々をたたえる令和４年度平取町表彰式が11 月３日㈭、平取町
中央公民館で挙行され、「功労表彰」「貢献表彰」を表彰されました。

◆
産
業
経
済
功
労
賞

　

平
成
19
年
よ
り
平
取
町
商
工
会

の
理
事
、
平
成
27
年
か
ら
は
会
長
と

し
て
、
町
内
の
商
工
ま
つ
り
を
活
性

化
し
、
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
地
区
会

を
廃
止
し
、
全
地
区
一
本
化
へ
の
道

筋
を
つ
け
ら
れ
、
地
域
産
業
の
振
興

発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

◆
社
会
福
祉
功
労
賞

津川 司 氏 
（64 歳　紫雲古津）

　

荷
菜
自
治
会
長
を
、
平
成
20
年
か

ら
14
年
間
務
め
ら
れ
、
そ
の
間
、
平

取
町
自
治
振
興
会
長
、
生
涯
学
習

委
員
、
総
合
計
画
審
議
会
委
員
の
ほ

か
、
数
多
く
の
委
員
等
を
歴
任
さ

れ
、
町
行
政
及
び
地
域
の
振
興
発
展

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 功

　
労
　
表
　
彰

功
　
労
　
表
　
彰

原田 重夫 氏 
（76 歳　荷菜）

◆
教
育
文
化
功
労
賞

村上 一彦 氏 
（63 歳　振内町）

川奈野 一信 氏 
（88 歳　荷負）
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平取町地球温暖化対策実行計画の実績報告（2021 年度）について

□2021 年度の温室効果ガス（ＣＯ２）の排出状況

　 各 施 設・ 車 両 に よ る Ｃ Ｏ ２ 排 出 量 は

2,225 ｔで、基準年度の 2013 年度と比べ

29.7%(942t) の減少となり、中期目標値の

2,213 ｔ近くまで排出量が減少しました。

　また、昨年 4 月より稼働している平取町

木質バイオマスセンターからのエネルギー

供給では、2021 年度実績でおよそ 241t のＣ

Ｏ２排出を削減しました。特に、Ａ重油に

おけるＣＯ２排出削減効果が大きく、2020

年度（令和 2 年度）との比較で 30.2% の削

減となりました。

　町では、温室効果ガス排出量を削減することを目的とした「平取町地球温暖化対策実行計画（事

務事業編）」を策定しています。この計画では、町が管理する施設において 2013 年度を基準に省

エネ対策と再生可能エネルギーの導入により、2030 年度に温室効果ガスであるＣＯ２排出量の

４０％削減を目指しています。

□温室効果ガスの排出量削減に向けた新たな取り組み

　今年度、温室効果ガスの排出量削減に向け、公用車として EV

（電気自動車）を新たに 1 台導入します。EV とガソリンや軽油を

利用する自動車との比較では、走行距離に対するＣＯ２の排出量

が約 25% となり、EV の導入が進むことで温室効果ガスの削減が

期待できます。

　また、EV は「動く蓄電池」としても活用できますので、災害

時の非常電源やイベント時の電源等に活躍が期待できます。

　なお、この導入する EV は、平日は公用車、土・日・祝日はカー

シェアリング利用とする計画です。この事業を通じて EV 普及を

推進し、カーボンニュートラルの実現を目指します。

特集　平取町地球温暖化対策実行計画

□エネルギー別ＣＯ₂ 排出内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：ｔ）

項　目
2013 年度

（基準年度）

2020 年度

（令和 2年度）

2021 年度

（令和 3年度）

前年度比 基準年度比

（割合） （割合）

ガソリン 168 50 55 5 10.0％ ▲ 113 ▲ 67.3％

灯　油 832 675 635 ▲ 40 ▲ 5.9％ ▲ 197 ▲ 23.7％

軽　油 3 2 3 1 50.0％ 0 0.0％

Ａ重油 611 441 308 ▲ 133 ▲ 30.2％ ▲ 303 ▲ 49.6％

ＬＰＧ 42 35 36 1 2.9％ ▲ 6 ▲ 14.3％

電　気 1,511 1,190 1,188 ▲ 2 ▲ 0.2％ ▲ 323 ▲ 21.4％

合　計 3,167 2,393 2,225 ▲ 168 ▲ 7.0％ ▲ 942 ▲ 29.7％

髙橋 一夫 氏（72 歳　長知内）

　
統
計
調
査
員
を
30
年
間
に
わ
た
り

勤
め
ら
れ
、
統
計
基
幹
業
務
へ
の
多
大

な
貢
献
が
認
め
ら
れ
、
10
月
27
日
㈭
、

札
幌
市
で
北
海
道
知
事
よ
り
表
彰
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

統
計
功
労
者

北
海
道
社
会
貢
献
賞

北
海
道
社
会
貢
献
賞

　
1 1
月
２
日
㈬
～
３
日
㈭
に
か
け
て
、
本
町
地
区
と
貫
気
別

地
区
で
文
化
祭
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

絵

手

紙
、
手

芸
、
絵

画
、
書

道
、
生

け

花

等

々
、
各

団

体
・

サ
ー
ク
ル
の
作
品
と
、
個
人
作
品
が
集
ま
り
、
ど
の
作
品
も
力

作
ぞ
ろ
い
で
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

統
計
調
査
員
を
10
年
間
に
わ
た
り

勤
め
ら
れ
、
統
計
業
務
の
模
範
と
な
る

多
大
な
貢
献
が
認
め
ら
れ
、
北
海
道
知

事
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
町
長
よ
り

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
知
事
感
謝
状

北
海
道
知
事
感
謝
状

佐々木 博志 氏（74 歳　本町）山木 正生 氏（53 歳　振内町）

平
取
町
文
化
祭
作
品

平
取
町
文
化
祭
作
品

貫気別地区文化祭作品

本町地区文化祭作品
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23
10

　
ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ
競
馬
の
グ
ラ
ン
シ
ャ
リ
オ

ナ
イ
タ
ー
「
平
取
町
協
賛
び
ら
と
り
オ
ー
プ

ン
」
が
、
門
別
競
馬
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ

の

日

の

最

終

レ

ー

ス

で

し

た

が
、
騎

手

と
競
走
馬
が
一
体
と
な
っ
て
、
秋
冷
の
中
、
熱

く
疾
走
し
ま
し
た
。

　
１
番
人
気
の
ア
ザ
ワ
ク
号
（
桑
村
騎
手
）
が

見

事

１

着

と

な

り
、
競

馬

フ

ァ

ン

の

期

待

に

応
え
ま
し
た
。

　

レ

ー

ス

終

了

後

の

表

彰

式

に

は
、
平

取

町

公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ビ
ラ
ッ
キ
ー
」
も
駆
け

付
け
、
副
町
長
と
共
に
栄
誉
を
称
え
ま
し
た
。

10
26

疾
走
疾
走
!!!!
ナ
イ
ト
レ
ー
ス

ナ
イ
ト
レ
ー
ス
!!!!

　　

～
ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ
競
馬　
び
ら
と
り
オ
ー
プ
ン
～

～
ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ
競
馬　
び
ら
と
り
オ
ー
プ
ン
～

　
平
取
婦
人
会
（
代
表
　
平
村
公
子 

氏
）
は
、

今
年
で
結
成
7 0
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念

し
て
、
祝
う
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
平
取
婦
人
会
で
は
例
年
、
平
取
か
つ
ら
園
に

介
護
用
の
タ
オ
ル
や
、
布
の
寄
附
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
日
は
高
齢
者
向
け
の
講
演
会
、

舞
踊
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
、
オ
カ
リ
ナ
と
い
っ
た
普

段
の
趣
味
や
習
い
事
の
発
表
を
行
い
、
結
成
7 0

周
年
を
祝
う
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を

振
り
返
り
ま
し
た
。

10
27

結
成
結
成
7070
周
年
。
思
い
新
た
に

周
年
。
思
い
新
た
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
平
取
婦
人
会
～

～
平
取
婦
人
会
～

笑
顔
と
賑
わ
い
に
溢
れ
て

笑
顔
と
賑
わ
い
に
溢
れ
て

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

～
親
子
ス
マ
イ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
～

～
親
子
ス
マ
イ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
～

　
町
と
平
取
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
「
と

ま
り
木
」
に
よ
る
親
子
ス
マ
イ
ル
マ
ー
ケ
ッ

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎

日

子

育

て

す

る

マ

マ

を

応

援

す

る

１

日
と
し
て
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
輪
投
げ
、
射
的

な
ど
の
縁
日
コ
ー
ナ
ー
に
、
子
供
た
ち
の
笑

顔
が
は
じ
け
ま
し
た
。

　

マ

マ

の

ス

マ

イ

ル

コ

ー

ナ

ー

で

は
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ
、
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
ワ

ン
ポ
イ
ン
ト
メ
イ
ク
レ
ッ
ス
ン
で
、
気
持
ち

も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　
子
育
て
の
情
報
交
換
も
行
わ
れ
、
不
安
や

悩
み
を
共
有
し
、
お
し
ゃ
べ
り
に
も
花
を
咲

か
せ
た
楽
し
い
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

まちのひろばまちのひろばまちのひろばまちのひろば

伝
統
を
未
来
へ
紡
ぐ

伝
統
を
未
来
へ
紡
ぐ

　
　
　

　
　
　

～
イ
オ
ル
の
森
散
策
・
植
樹
体
験
～

～
イ
オ
ル
の
森
散
策
・
植
樹
体
験
～

15
10

　
平
取
地
域
イ
オ
ル
再
生
事
業
の
「
イ
オ
ル
の
森

散
策
・
植
樹
体
験
交
流
事
業
」
が
秋
晴
れ
の
中
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
イ
オ
ル
の
森
（
荷
負
地
区
）
で
は
、
オ
ヒ
ョ
ウ
、

ヤ
ナ
ギ
と
い
っ
た
、
主
に
伝
承
活
動
に
必
要
な
苗
木

を
、
１
本
１
本
丁
寧
に
植
樹
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
苗
木
雑
穀
栽
培
地
（
二
風
谷
地
区
）
に

移
動
し
、
大
き
く
育
っ
て
い
る
並
木
を
散
策
し
な
が

ら
、
ど
の
よ
う
な
用
途
に
使
わ
れ
る
木
な
の
か
説
明

を

受

け
、
今

後

の

植

樹

に

使

う

苗

木

の

タ

ネ

を

蒔

き
、
苗
床
を
作
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
ア
イ
ヌ
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
で
、
イ
ナ
キ

ビ
を
使
用
し
た
シ
ト
（
団
子
）
を
試
食
し
て
、
体
験

を
終
え
ま
し
た
。

び
ら
と
り
ふ
れ
あ
い

び
ら
と
り
ふ
れ
あ
い

　
子
供
食
堂　
収
穫
交
流

　
子
供
食
堂　
収
穫
交
流

22
10

　
今
年
も
「
び
ら
と
り
ふ
れ
あ
い
子
供
食
堂
」

（
代
表 

赤
石
和
子 

氏
）
が
荷
菜
地
区
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
収
穫
場
所
を
提
供
し
て
く
れ
た
三
塚
み
よ
子 

氏
の
畑
で
、
３
種
類
の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
掘
り
、

「
荷
菜
大
空
子
ど
も
会
」
を
中
心
と
し
た
親
子
、

ス
タ
ッ
フ
が
集
ま
り
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
最
後
は
暖
か
い
焼
き
芋
も
い
た
だ
き
、
参
加
者

は
秋
の
味
覚
を
楽
し
み
ま
し
た
。

観
光
資
源
を
再
発
掘

観
光
資
源
を
再
発
掘

　
～
す
ず
ら
ん
ツ
ー
リ
ズ
ム
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
～

　
～
す
ず
ら
ん
ツ
ー
リ
ズ
ム
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
～

　
平
取
町
観
光
協
会
で
は
、
町
の
観
光
資
源

す
ず
ら
ん
の
魅
力
を
再
発
掘
し
、
す
ず
ら
ん

群
生
地
ま
で
の
観
光
客
流
動
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
1 0
月
2 3
日
、
3 0
日
か
ら
3 1
日

の
日
程
で
、
町
外
者
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

主

に

す

ず

ら

ん

群

生

地

見

学
、
す

ず

ら

ん

フ

ィ

ギ

ュ

ア

と

キ

ャ

ン

ド

ル

作

成
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
ト
ー
チ
点
灯
な
ど
を
実
施
し
、

モ
ニ
タ
ー
よ
り
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
来
年
度
以
降
も
継
続
し
、
今
後
の
観
光
事

業
の
在
り
方
を
探
る
予
定
で
す
。

23
10
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本町 地区文化祭本町 地区文化祭
合同芸能発表会合同芸能発表会

　
室
蘭
経
営
研
究
会
（
会
長
　
小
金
沢 

昇
平 

氏
）

よ
り
、
建
設
業
の
魅
力
を
幅
広
い
世
代
に
伝
え
る

べ
く
、
未
就
学
児

童
向
け
の
絵
本

６
冊
と
、
小
学
生

か
ら
高
校
生
向

け
の
図
鑑
セ
ッ

ト
を
ご
寄
附
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
ご
厚
意
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。

※
ご
寄
附
い
た

だ
い
た
絵
本
・
図

鑑
は
、
図
書
館
で

貸
り
ら
れ
ま
す
。

◆ご寄附ありがとうございます◆ご寄附ありがとうございます◆◆
　
Ｊ
Ａ
び
ら
と
り
（
仲
山 

浩
代
表
理
事

組
合
長
）
よ
り
、
今
年
も
「
な
な
つ
ぼ
し
」

３
０
０
㎏
が
各
学
校
へ
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

ま
し
た
。

　

10
月
17
日
㈪
、
平
取
中
学
校
を
訪
れ
た
仲

山
組
合
長
は
、「
町
外
へ
出
た
と
し
て
も
ト

マ
ト
を
含
め
、

平
取
の
味
を
忘

れ
な
い
よ
う

に
」
と
、
生
徒

会
に
お
米
を
手

渡
さ
れ
、
生
徒

会
長
の
笹
山
そ

ら
さ
ん
か
ら
、

学
校
を
代
表
し

て
お
礼
の
言
葉

が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

1 1

月

６

日

㈰
、
本

町

地

区
文
化
祭
合
同
芸
能
発
表

会

が
、
中

央

公

民

館

で

開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
部
の
ピ
ア
ノ
発
表

会

で

は
、
優

し

い

音

色

が

会

場

を

包

み

込

み
、
観

客

を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
第
２
部
芸
能
発
表
会
で

は
、
朗
読
劇
か
ら
始
ま
り
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
、

琴
、
ト

ン

コ

リ
、
巫

女

舞
、

よ

さ

こ

い

等

々
、
多

く

の

団
体
が
練
習
の
成
果
を
披

露

し
、
約

１

５

０

名

が

鑑

賞
し
ま
し
た
。

空
き
店
舗
で
ま
ち
に
活
気
を

空
き
店
舗
で
ま
ち
に
活
気
を
!!!!

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
平
取
高
等
学
校
～

～
平
取
高
等
学
校
～

イ
オ
ル
自
然
体
験
会
Ⅲ

イ
オ
ル
自
然
体
験
会
Ⅲ

　
平
取
ダ
ム
周
辺
を
見
学

　
平
取
ダ
ム
周
辺
を
見
学

まちのひろばまちのひろばまちのひろばまちのひろば

11
５

　
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、
木
と
触

れ
あ
い
、
木
へ
の
親
し
み
、
森
林
の
大
切

さ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
、
町
内
の
小
学
校
４
～
６
年
生
を
対
象

に
、
木
育
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
枯
れ
葉
が
舞
い
落
ち
る
義
経
公
園
を

散
策
し
て
、
木
々
の
成
り
立
ち
や
、
利
用

な
ど
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
枝
葉
、
木

の
実
を
集
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
中
央
公
民
館
へ
戻
り
、
み
ん

な
で
集
め
た
枝
葉
や
木
材
を
材
料
に
、
工

作
を
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
秋
の
木
々
に
触
れ
あ

い
、
楽
し
く
木
の
学
習
が
で
き
ま
し
た
。

ま
な
ぼ
う
！
つ
く
ろ
う
！

ま
な
ぼ
う
！
つ
く
ろ
う
！

　
　
ふ
れ
あ
う
木
育
教
室

　
　
ふ
れ
あ
う
木
育
教
室

　
平
取
地
域
イ
オ
ル
再
生
事
業
の
自
然

体

験

会

が
、
芽

生

地

区

で

開

催

さ

れ

ま

し
た
。

　
ア
イ
ヌ
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
（
二
風

谷

地

区

）
を

出

発

し

た

バ

ス

車

内

で
、

芽
生
地
区
ま
で
の
文
化
的
景
観
の
解
説

が
行
わ
れ
、
ノ
カ
ピ
ラ
イ
ウ
ォ
ロ
・
ビ
ジ

タ

ー

セ

ン

タ

ー

と
、
ノ

カ

ピ

ラ

イ

ウ

ォ

ロ

標
本
園
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

参

加

者

は

町

の

文

化

的

景

観

と
、
野

草

や

木

々

の

成

り

立

ち

を

学

び

な

が

ら
、
文
化
の
秋
を
満
喫
し
ま
し
た
。

10
29

29
10　

平
取
高
校
１
年
生
で
は
、「
び
ら
と
り
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
を
活
用
し
、
空
き
店
舗

を

活

用

し

た

町

の

魅

力

発

信

や
、
に

ぎ

わ

い

の
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今

回

は

１

日

限

定

の

焼

き

鳥

店

を
、
に

ぎ

わ
い
交
流
館
陽
だ
ま
り
（
本
町
地
区
）
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
味
処
う
え
の
（
本
町
）
さ
ん

に

も

販

売

場

所

の

ご

協

力

を

い

た

だ

き
、
高

校

生

が

一

生

懸

命

に

焼

い

た
、
和

牛

串

や

鳥

串

の

匂

い

に

誘

わ

れ
、
た

く

さ

ん

の

町

民

が

買
い
求
め
、
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

慣

れ

な

い

作

業

で

し

た

が
、
充

実

し

た

時

間
を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。
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10
月
５
日
㈬
、
平
取
中
学
校
で
、
平
取
町
英
語
暗
唱

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
２
校
の
中
学
校
か
ら
、
各

学
年
２
名
の
代
表
に
よ
る
計
11
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
年
の
課
題
の
文
章
を
暗
唱
し
ま
し
た
。
緊
張
し
な

が
ら
も
一
語
一
語
し
っ
か
り
と
発
音
し
よ
う
と
取
り

組
み
、
表
現
豊
か
に
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
審
査
委
員
長
の
平
取
高
校
の
船
橋
教
諭
か
ら
、「
と

て
も
レ
ベ
ル
の
高
い
発
表
で
、
順
位
を
つ
け
る
の
が

難
し
か
っ
た
で
す
。
文
章
の
内
容
を
よ
く
理
解
し
、
表

現
豊
か
に
発
表
し
て
い
ま
し
た
。
」
と
励
ま
し
の
言
葉

が
あ
り
、
聞
く
生
徒
の
姿
も
と
て
も
素
晴
ら
し
く
、
有

意
義
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
日
高
管
内
の
大
会
で
は
平
取
中
の
神
　
碧

さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、
11
月
20
日
㈰
に
行
わ

れ
る
全
道
大
会
へ
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

＜ １ 年 ＞ ＜ ２ 年 ＞ ＜ ３ 年 ＞

最優秀賞 芳 野  紗 羅 （ 平 取 ） 三 好  凛 香 （ 振 内 ） 福 澤  夢 子 （ 振 内 ）

優 秀 賞 石 橋 り お な（ 振 内 ） 冨 田    凛 （ 振 内 ） 金 谷  美 玖 （ 平 取 ）

優 秀 賞 福 澤 こ と り（ 振 内 ） 川 端 い づ み（ 平 取 ） 長 野  月 斗 （ 振 内 ）

優 秀 賞 三 浦  羚 央 （ 平 取 ） 神       碧 （ 平 取 ）

平取町英語暗唱大会～平取町教育活動実行委員会主催～

　
優
れ
た
芸
術
作
品
を
鑑
賞
す
る
こ
と

で
、
技
術
や
知
識
を
吸
収
し
、
多
彩
な
人

間
性
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
10
月
23
日
㈰
に
芸
術
鑑
賞
ツ
ア
ー
を

開
催
し
、
14
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
札
幌
芸
術
の
森
美
術
館
で
は
「
北
海

道
陶
芸
の
変
遷
vol .
２
」
を
、
北
海
道
立
近

代
美
術
館
で
は
「
国
宝
・
法
隆
寺
展
」
と

「
【
近
美
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
】『
北
の
美
の
こ

こ
ろ
を
携
え
て
』
／
現
代
ガ
ラ
ス
の
美
」

を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
当
時
の
職
人
芸
に

と
て
も
感
心
し
た
」
、「
修
学
旅
行
や
個

人
で
法
隆
寺
を
訪
れ
た
際
に
見
た
仏
像

と
は
違
い
、
間
近
で
拝
見
で
き
て
良
か
っ

た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
芸
術
作

品
の
数
々
を
間
近
で
ゆ
っ
く
り
と
鑑
賞

す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
有
意
義
な
１

日
と
な
り
ま
し
た
。

◆芸術鑑賞ツアー　陶芸展・法隆寺展◆芸術鑑賞ツアー　陶芸展・法隆寺展◆◆

◆◆振内こども広場振内こども広場◆◆
　
10
月
10
日
㈪
に
、
振
内
地
区
の
小
学
生
を
対
象
と
し

た
「
振
内
こ
ど
も
広
場
」
を
開
催
し
、
19
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
当
日
は
雨
模
様
と
な
っ
た
た
め
、
青
少
年
会
館
で

紙
飛
行
機
大
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
講
師
か
ら
、
折
り
目
模
様
の
入
っ
た
用
紙
が
配
ら
れ
、

紙
飛
行
機
の
作
り
方
を
教
わ
り
、
折
り
方
が
わ
か
ら
な

い
子
は
、
隣
の
子
と
助
け
合
い
な
が
ら
作
成
し
ま
し
た
。

　
出
来
上
が
っ
た
紙
飛
行
機
で
「
紙
飛
行
機
大
会
」
を

行
い
、
飛
行
時
間
を
競
い
ま
し
た

　
子
ど
も
た
ち
が
、
思
い
思
い
に
作
っ
た
紙
飛
行
機
は
、

広
い
館
内
を
長
く
飛
び
、
そ
の
様
子
に
歓
声
が
起
こ
り

ま
し
た
。

　
大
会
終
了
後
は
、
バ
ス
に

乗
っ
て
平
取
温
泉
ゆ
か
ら

へ
移
動
し
、
昼
食
後
、
ビ
ン

ゴ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
交
替
で
ビ

ン
ゴ
の
ル
ー
レ
ッ
ト
を
回

し
、
ビ
ン
ゴ
が
で
き
た
子
に

は
景
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

帰
り
の
バ
ス
時
間
ま
で
は
、

入
浴
し
た
り
、
お
友
達
と
遊

ん
だ
り
し
な
が
ら
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

教育委員会教育委員会からのお知らせからのお知らせ

多くの成果を残し、学習発表会終了！
　
先
月
行
わ
れ
た
、
中
学
校

の
文
化
祭
・
学
校
祭
に
引
き

続
き
、
町
内
小
学
校
５
校
で

学
習
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
予
防
対
策
の
た
め
、
発

表
種
目
を
削
減
し
、
観
客
者

数
を
制
限
し
た
な
か
で
の
発

表
と
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
、
学
習
発
表

会
は
「
自
分
の
役
を
し
っ
か

り
と
演
じ
切
り
、
仲
間
と
と

も
に
創
り
上
げ
る
喜
び
や
感

動
を
味
わ
う
」
場
と
し
て
、

と
て
も
意
味
の
あ
る
も
の
で

す
。
子
ど
も
達
は
お
互
い
に

協
力
し
、
心
を
合
わ
せ
て
練

習
に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
、
大
い
に
自
信
と

な
っ
た
心
に
残
る
学
習
発
表
会
に
な
り
ま
し
た
。

☆
紫
雲
古
津
小
学
校

　
「
自
信
を
も
っ
て
最
後
ま
で
全
力
で
や
り
と
げ
よ
う
」

☆
平
取
小
学
校
　
　

　
「
仲
間
と
共
に
届
け
よ
う
！
夢
と
希
望
と
感
動
を
! !
」

☆
二
風
谷
小
学
校
　

　
「
は
ば
た
け
！
私
た
ち
の
ス
テ
ー
ジ
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伝
え
た
い
思
い
を
夢
に
！
」

☆
貫
気
別
小
学
校
　

　
「
ひ
び
け
！
私
た
ち
の
想
い
～
み
ん
な
を
元
気
に
～
」

☆
振
内
小
学
校
　
　

　
「
練
習
の
成
果
を
出
し
切
っ
て
き
れ
い
な
音
を
響
か
せ
よ
う
」

各校のスローガン

貫気別小　1・2 年「きつねのおきゃくさま」 振内小　3 ～6 年　器楽「Ｄynamite」

平取小　5 年　「わたしたちが創る『新時代』！」 二風谷小　3・4 年「村をすくったアイヌのはなし」

紫雲古津小　全校合奏「残響散歌」
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【お問い合わせ】　平取町立図書館

□電　話　01457-4-6666

□ＦＡＸ　01457-4-6871

□メール　risu2@guitar.ocn.ne.jp

■携帯 ■Web

●オンライン予約ができます●

「 ロ グ イ ン パ ス ワ ー ド 」は 図 書 館 の
カウンターで発行しています。

【一般書（その他）】

『図解でわかる 14 歳からのスト

レスと心のケア』／社会応援ネッ

トワーク

『専門医がやさしく教えるリウマ

チの治し方』／佐藤理仁

『即効！耳ほぐし』／松岡佳余子

『体にいい食材帳』／齋藤菜々子

『最高の髪型解剖図鑑』／篠原龍

『はじめてパパになる本』

／今田義夫

『エリザベス女王』／日経ナショ

ナルジオグラフィック

『新・日本懐かし自販機大全』

／魚谷祐介

【絵本】

『クリスマスのおとしもの』

／えがしらみちこ

『にだんべっど』／斉藤倫、うきま

る作　五十嵐大介・絵

『みち』／三浦太郎

『ゆきのげきじょう』／荒井良二

『よるのあいだに…　みんなをささ

えるはたらく人たち』

／ポリー・フェイバー文

　ハリエット・ホブディ絵

新着図書

図書館図書館へへいこういこう
　

○開館時間　火～金曜日　９：３０　～　１８：００

　　　　　　　土・日曜日　９：３０　～　１７：００

　○休館日　　月曜日・祝日

　　※月曜日が祝日の場合は、その翌日も休館

【一般書（小説・エッセイ）】

『幾千年の声を聞く』／青羽悠

『老害の人』／内館牧子

『機械仕掛けの太陽』／知念実希人

『十三夜の焔』／月村了衛

『君といた日の続き』／辻堂ゆめ

『サブスクの子と呼ばれて』

／山田悠介

『１と０と加藤シゲアキ』

／加藤シゲアキ

『無人島のふたり』／山本文緒

『おっぱい２つとってみた』

／阿久津友紀

『老人と海（新訳）』

／アーネスト・ヘミングウェイ

【児童書】

『友だちのこまったがわかる絵本』

／WILL こども知育研究所

『おいでよ！レゴのいえ』

／水島 ぱぎい∥日本語版訳

『トンネルのサバイバル』

／パク・ソンイ

『はりねずみのルーチカ　ちいさな

夜の音楽会』／かんのゆうこ

『スノーマン クリスマスのお話』／

マイケル・モーパーゴ

★他にもあります
★オンラインで検索できます

■次回　　１２月１日（木）

【振内地区】　　10：00 ～ 12：00　山の駅ほろしり館

【貫気別地区】　14：00 ～ 16：00　貫気別生活館

■貸出期間は次回の巡回日までになります。

■毎月第一木曜日に運行します。

■貫気別支所・振内支所（青少年会館）で返却できます。

★★★　図書ワゴン運行予定　★★★

　大人にとっても子供にとっても「い

い睡眠」をとることは大切だ、という

ことへの関心の高まりとともに、多く

の関連本が出版されています。

この本はタイトルのとおり、２１１の

「睡眠にいいこと」を紹介しています。

それぞれの項目が独立しているので、

どこからでも読むことができます。こ

の本によると「読書は、寝る前にスト

レスを解消する最良かつ最速の方法の

ひとつです。」とのことですから、布

団に入る前にどこでもお好きな１ペー

ジを読んでみてはいかがでしょうか。

読む本のジャンルも問わないそうなの

で、前もって図書館でお好きな本を選

んでおくのもいい睡眠のために良さそ

うです。

は休館日です

『睡眠にいいこと

　　　ベスト２１１』

／キム・ジョーンズ著

　　　　　（文響社）

すこやかだよりすこやかだより 保健福祉課からの
お知らせ

60 代　　　70代　　　80代　　　90代以上60代　　　70代　　　80代　　　90代以上

　
自
分
が
高
齢
者
に
な
り
、
病
気

や
障
が
い
が
発
生
し
た
時
に
生

活
す
る
場
所
の
選
択
肢
が
増
え

て
い
ま
す
。
昔
は
病
院
か
施
設
の

二
択
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
が
、

現
在
は
、
医
療
の
進
歩
や
介
護
保

険
の
充
実
に
よ
り
、
第
三
の
選
択

肢
と
し
て
「
在
宅
」
を
選
ぶ
方
が

増
え
て
い
ま
す
。

　
病
気
や
障
が
い
が
あ
っ
て
も
、

住
み
慣
れ
た
自
宅
で
自
分
ら
し

く
、
最
期
ま
で
過
ご
し
た
い
と
希

望
す
る
方
や
、
家
族
を
支
え
る
方

法
の
一
つ
と
し
て
「
訪
問
診
療
」

や
「
訪
問
看
護
」
が
あ
り
ま
す
。

【
訪
問
診
療
と
は
】

　
通
院
が
困
難
な
方
や
、
自
宅
で

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
方
な
ど

を
対
象
に
、
医
師
が
定
期
的
・
計

画
的
に
自
宅
を
訪
問
し
、
診
療
や

治
療
、
投
薬
、
療
養
相
談
等
を
行

い
、
か
か
り
つ
け
医
と
な
り
、
24

時
間
体
制
で
在
宅
療
養
の
支
援

を
行
う
こ
と
で
す
。

【
訪
問
看
護
と
は
】

　
病
気
や
障
が
い
が
あ
り
、
治
療

が
必
要
な
方
な
ど
を
対
象
に
、
主

治
医
の
下
、
看
護
師
等
の
医
療
の

訪
問
診
療
・
訪
問
看
護
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
概
要
に
つ
い
て

専
門
職
が
自
宅
を
訪
問
し
、
病
気

や
障
が
い
に
応
じ
た
看
護
（
点

滴
・
傷
の
処
置
・
服
薬
管
理
・
リ

ハ
ビ
リ
等
）
を
行
い
、
健
康
状
態

の
悪
化
防
止
や
回
復
の
支
援
を

行
う
こ
と
で
す
。

　
町
で
は
現
在
、
訪
問
診
療
・
訪

問
看
護
を
実
施
し
て
い
る
医
療

機
関
や
事
業
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
高
齢
化
や
核
家
族
化

が
進
み
、
独
居
や
高
齢
夫
婦
の
み

世
帯
が
増
加
し
て
い
る
中
、
訪
問

診
療
や
訪
問
看
護
の
需
要
が
高

ま
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
町
民
の
方
を
対
象
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
結
果
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

対象
６５歳以上の平取町民
（長期入院や施設入所者等除く）
１, ５６４人

方法 郵送によるアンケート

実施時期 令和４年９月９日～２６日

回答率
７００人／１, ５６４人
４５％（回答率））

　
回
答
者
は
70
代
が
最
も
多
く
、

次
い
で
80
代
で
し
た
。
医
療
や
介

護
の
問
題
を
身
近
に
感
じ
る
年

代
で
あ
り
、
関
心
が
高
い
と
思

わ
れ
ま
す
。
家
族
別
で
は
夫
婦
の

み
、
独
居
を
合
わ
せ
る
と
全
体
の

75
％
を
占
め
、
通
院
の
困
難
さ
が

生
じ
や
す
い
こ
と
か
ら
、
関
心
が

高
い
様
子
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
通
院
に
関
す
る
困
り
事
で
具

体
的
に
挙
げ
ら
れ
た
項
目
は
、

「
通
院
手
段
が
な
い
」
、「
時
間
が

か
か
る
」
と
回
答
し
た
方
が
多
く

み
ら
れ
ま
し
た
。
高
齢
に
な
り
足

腰
が
衰
え
た
り
、
整
形
外
科
疾
患

を
発
症
し
や
す
く
な
る
事
で
、
自

宅
か
ら
病
院
ま
で
の
移
動
に
支

障
や
不
安
を
抱
え
る
方
が
多
く

み
ら
れ
ま
す
。

　
訪
問
診
療
・
訪
問
看
護
の
認
知

度
や
利
用
希
望
は
表
の
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
回
答

し
た
高
齢
者
の
半
数
が
、
在
宅
生

活
を
継
続
す
る
上
で
、
訪
問
診
療

や
訪
問
看
護
の
利
用
を
希
望
し

て
い
る
状
況
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
は
病
院
で
最
期
を
迎

え
た
い
と
回
答
し
た
方
も
３
割

い
た
事
か
ら
、
今
後
は
、
訪
問
診

療
や
訪
問
看
護
の
推
進
で
在
宅

生
活
を
支
え
る
だ
け
で
は
な
く
、

医
療
機
関
と
の
連
携
や
、
協
力
体

制
を
よ
り
充
実
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

訪問診療 訪問看護

認知度
知っている（48％）
聞いた事はある（32％）
知らない（20％）

知っている（44％）
聞いた事はある（22％）
知らない（34％）

利用希望
利用したい（49％）
利用しない（18％）
わからない（32％）

利用したい（54％）
利用しない（15％）
わからない（31％）

期待すること
自宅で主治医に
診てもらえる。
家族の負担軽減。

自宅で医療やケアが
受けられる。
療養生活の不安軽減。

19％19％

42％42％

31％31％

8％8％ 回
答
者
の
年
代

回
答
者
の
年
代



 

　
　役場関係
　電話番号

平取町役場      
総務課 （代表）  
まちづくり課 
アイヌ施策推進課

観光商工課
産業課              
農業委員会・土地改良区

税務課              
出納室              
建設水道課       
議会事務局       
                          
ふれあいセンターびらとり
                                                   
町民課

保健福祉課
保健推進係・子育て支援係
                           
介護支援係・介護保険係
                                         
児童館                
子ども発達支援センター
                          
地域包括支援センター

「ほほえみ」         

平取町教育委員会
生涯学習課

中央公民館        
町民体育館         
二風谷アイヌ文化博物館

                  
沙流川歴史館     
図書館                

役場振内支所   

役場貫気別支所

平取町国民健康保険病院
　                            
平取町社会福祉協議会
                           
平取町外 2 町衛生施設組合
                           

平取消防署         

☎ 2-2221

☎ 2-2222

☎ 2-2341

☎ 3-7703
☎ 2-2223

☎ 2-2695

☎ 2-2224
☎ 2-2225
☎ 2-2226
☎ 2-2227

☎ 4-6111

☎ 4-6113

☎ 4-6112

☎ 4-6114

☎ 2-3026

☎ 2-3400

☎ 2-3700

☎ 2-2619

☎ 2-2619
☎ 2-2749

☎ 2-2892

☎ 2-4085
☎ 4-6666

☎ 3-3211

☎ 5-5204

 ☎ 2-2201

☎ 4-2267 

☎ 2-2024

☎ 2-2361
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（前月比）

人　口 4,627 人人 （　  4 人人）

男 2,280 人 （　 5人人）

女 2,347 人人 （ー  1 人人）

世帯数 2,430 世帯 （　  1 世帯）

※令和４年１０月末現在の住民基本台帳による

まちの人口と世帯数まちの人口と世帯数

今月のワンショット今月のワンショット

◆ハロウィンパーティー（児童館　10 月29 日）◆

  

1111
月
号
月
号

楢の実俳句会楢の実俳句会

秋
深
む
独
り
暮
ら
し
も
身
に
つ
き
て　
　
　

井
内　

青
風

爽
や
か
な
風
に
な
び
か
せ
長
い
髪　
　
　
　

内
海　

綾
子

蝶
二
匹
絡
み
合
う
よ
う
に
秋
の
夕　
　
　
　

遠
藤　

紫
光

山
道
や
虫
も
そ
ち
こ
ち
賑
や
か
に　
　
　
　

川
上
八
重
子

甦
る
苦
き
思
い
出
焼
き
秋
刀
魚　
　
　
　
　

熊
谷　

厚
子

地
下
足
袋
の
落
葉
踏
む
音
懐
か
し
む　
　
　

柴
田　

紫
梢

秋
刀
魚
祭
り
画
面
か
ら
想
ふ
香
ば
し
さ　
　

千
葉　

俊
子

居
酒
屋
の
灯
か
ら
離
れ
て
虫
の
闇　
　
　
　

長
野　

新
一

散
歩
道
揺
れ
て
可
愛
や
秋
ざ
く
ら　
　
　
　

中
道　

サ
ト

俳
句
と
は
奥
の
深
さ
や
学
ぶ
秋　
　
　
　
　

道
政
サ
ツ
子

秋
刀
魚
焼
く
一
人
の
厨
煙
ら
せ
て　
　
　
　

渡
辺　

正
子

広
報
広
報

び
ら
と
り

び
ら
と
り


